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     大塚だより 
大田区立調布大塚小学校 

校長 玉野 麻衣 

〇 1月 14日（土）第 21回ものづくり教育・学習フォーラム 

都立六郷工科高等学校を会場に、展示発表に３年生、舞台発表に５年生の代表チームが、児童代表と

して参加します。展示・舞台の同時発表となるのは 14年振りです。 

１月の生活目標 

「学校のきまりを守ろう」 
〇３学期も引き続き、学習や休み時間の過ごし方を

守り、時間を意識しながら行動するようにしまし

ょう。担任の先生と一緒に再度確認し、みんなで

声を掛け合って守れるようにしましょう。 

 

１月の保健目標 

「風邪を予防しましょう」 
〇早寝早起き、適度な運動、3食しっかりとるなどの

日頃からの基本的な生活習慣で、丈夫な体作りを

促して風邪を予防しましょう。 

たくさんの優しいことば 

校長 玉野 麻衣  

明けましておめでとうございます。本年も教職員一同、子どもたちのために尽力してまいります。引き続き、本校の

教育活動へのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

「『優しくないことばを掛けられたら、たくさんの優しいことばでやり返しなさい。』 

これは、子供の頃、周囲の同級生からの心無い言葉に傷付き母親に相談したとき、言われた言葉です。」 

シンガーソングライター Lady Gagaさんの話です。それ以来、大人になった今でも「優しさ・思いやり」を一番大

切にしているそうです。いつも相手に思いを寄せたり相手の気持ちを想像したりすることは難しいことかもしれませ

んが、思い違いやすれ違いがあったら、お互いことばにして伝え合うことが大切です。「ことばのキャッチボール」と

は、相手が取りやすいボールを投げ、それを受け止める というキャッチボールに見立てたことばのやり取りのことで

すが、「ことばのドッジボール」という表現もあるそうです。受け止めない・やり取りしない様子をうまく表現していると

思います。「チクチクことば・フワフワことば」と言いますが、自分にとってチクチクしなくても相手にとってはチクチクす

るかもしれない、と想像できるようになることが大切です。 

12月 3週間の週目標を振り返ってみると、 

・自分から進んで明るい声であいさつしよう 

・気持ちのよいあいさつをしよう 

・気持ちを込めてあいさつしよう               でした。 

 「あいさつ」も、相手意識をもった思いやりのある優しいことばだということがよく分かります。心や体が疲れてチク

チクしていると、そこから出てくる言葉も「チクチクことば」になってしまいます。心身ともに健康に、たくさんの優しい

ことばを使って、相手意識をもった思いやりのあることばでやり取りできる人になってほしいと思います。 



HPアドレス https://www.ota-school.ed.jp/choufuootsuka-es/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

展覧会の見どころ 

図画工作専科        

 トントントン、ギコギコギコ、ちょん ちょん、さっさっ。「いいこと思いついた！」２月の展覧会に向け

て、子どもたちは試行錯誤を重ねながら制作を進めています。低学年は初めての展覧会、高学年は小学校生

活最後の展覧会となります。 

６年生は今回「子ども学芸員」に取り組みます。美術館の学芸員の方に鑑賞の楽しみ方を学んだ６年生が、

学んだことを下学年に伝える活動計画を立てています。保護者鑑賞日には、６年生保護者に作品のよさを伝

える活動を計画中です。 

玄関から展覧会場までの通路には共同作品を展示します。高学年の展覧会実行委員が中心となり、作品の

展示方法を工夫しながらわくわくする展覧会場づくりを行う予定です。 

制作の様子 

低学年 

クレパスやはさみ、のり、共同絵の具、粘土等、様々な用具や材料との関わりを楽しみながら、表現方法を学

んでいます。２年生はカッターナイフを使った細かな表現も出来るようになりました。好きなことや思いつ

いたこと等を、形や色で表す活動を楽しんでいます。 

中学年 

金づちやのこぎり、きり等の用具も使えるようになり、木を使った力強い表現ができるようになりました。

水彩絵の具を使って色の明るさや筆づかいも工夫できるようになり、表現の幅が広がっています。中学年な

らではの豊かな発想力を発揮して、進んで表現しています。 

高学年 

電動糸のこぎりやペンチ、ドライバー等の用具も使って、表したいことに合わせて様々な材料や用具を組み

合わせた表現に取り組んでいます。気持ちといった抽象的な表現にも関心が高まり、濃淡や奥行き、動き、バ

ランス等を意識した制作を通して表現を深めています。 

 

  

〇都展出品中の家庭科作品について 

５・６年生の都展出品作品は、展覧会では写真を展示し、実物は後日校内に展示します。 


